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国際マネジメントシステム認証機構 

 

 

ソフトバンク・ペイメント・サービスに対し PCI DSSと ISO27001 のブリッジ審査を実施 
 

情報セキュリティに関する審査／監査及び第三者認証を提供する国際マネジメントシステム認証

機構（本社：東京港区、代表 瀬田 陽介、以下 ICMS）は、ソフトバンクグループにおけるクレジット

カードを中心とした決済代行サービスを提供するソフトバンク・ペイメント・サービス株式会社（本社：

東京港区、代表 阿多親市、以下 SBPS）に対して PCI データセキュリティ基準（以下 PCI DSS）

の準拠に関する監査と ISMS/ISO27001 の認証審査を同時に実施しました。 

 

情報セキュリティの事故、とりわけ経済的な損害が甚大なクレジットカード情報の漏洩事件が国内

でも多発する中、国際クレジットカードブランドの 5 社（VISA/MasterCard/JCB/American 

Express/Discover）が共同で策定したクレジットカード情報のセキュリティ管理の国際基準である

PCI DSS は、クレジットカードブランドの要請や割賦販売法の改正などを背景に国内でも普及フェ

ーズに入っております。特に SBPS のようなクレジットカードのサービスプロバイダの業態には準拠

が強く要請されており、同社は 2006 年から積極的に取り組み全要求事項を完全に準拠しておりま

した。また同社は組織のおける全般的な情報セキュリティの国際基準である ISMS/ISO27001 の認

証についても 2005 年に取得しておりました。セキュリティレベルが向上し同社の顧客からの信用が

高まる一方、様々なステークホルダーに要求される異なるセキュリティ基準の順守が業務負荷の増

大を招いていました。 

 

ICMS は、財団法人日本情報処理開発協会から認定を受ける ISMS/ISO27001 の認証機関であり、

2008 年 3 月からは PCI DSS を発行管理する組織である PCI セキュリティ基準審議会から認定セ

キュリティ評価機関（QSA）の承認を受け、PCI DSS の準拠性を確認するオンサイト監査を開始し

ました。ICMS は、既に両方の基準の審査（監査）を実施しているが個別に受審している組織や、

現在いずれかの基準に準拠しているが、もう一方が必要となる顧客を対象に両基準を同時に審査

（監査）することを特長としております。同時に審査（監査）を実施することにより受審企業は以下の

メリットが享受できます。 

 



 
1）受審部門とりわけ情報システム部門の監査負荷の軽減 

2）重複する領域の監査を同時に実施することによる監査工数の削減 

※ISMS の審査種類にもよるが、同時に実施することにより最大で ISMS 側の工数を 80%削減する

ことが可能 

 

ICMS は 2008 年 8 月、SBPS に対して PCI DSS と ISMS/ISO27001 のブリッジ監査（注 1）の結

果、PCI DSS の完全準拠の評価と ISMS/ISO27001 の認証の更新がなされました。同社は前年ま

で別の審査機関から別々に審査（監査）を受審しており、日頃から顧客の第二者監査が頻繁に実

施され、被監査部門の負担が増加しておりました。同社は監査負荷を軽減したいと考えており、今

回 ICMS がブリッジ審査を実施したことによる顧客側からのコメントは以下の通りです。 

 

▽ソフトバンク・ペイメント・サービス株式会社 取締役 COO 兼 CISO 巣立 和彦様からの 

コメント 

｢当社はお客様からの信頼を得るべく ISMS、PCI DSS、プライバシーマークなど様々な情報セキ

ュリティの基準について積極的に取り組んで参りました。セキュリティや品質が向上する一方現場

の業務負荷が高まっている中、ICMS による ISMS と PCI DSS のブリッジ審査はコスト削減のみな

らず、現場の負荷軽減に繋がりました。今後も他の基準についても複合的な審査の実施を期待し

ます。｣ 

ソフトバンク・ペイメント・サービス株式会社 URL：http://www.sbpayment.jp 

 

ICMS は、PCI DSS がますます注目される中、受審組織の負荷軽減とコストの低減をもたらすブリ

ッジ審査の需要がより高まると想定し、有資格者の監査員の増員や監査品質の向上のために更な

る体制の強化を実施していきます。 

 

注1 ブリッジ審査とは、異なる審査／監査基準の重複する項目を同時に評価し、複数の審査、監査をほ

ぼ同時に実施する手法。 

 

【国際マネジメントシステム認証機構 会社概要】 

商号 国際マネジメントシステム認証機構株式会社 

代表者 代表取締役社長 瀬田 陽介 

所在地 東京都港区芝 1-11-11 住友不動産芝ビル 3Ｆ 

業務内容 情報セキュリティに関する監査又は認証サービスのご提供 

認定 財団法人日本情報処理開発協会（JIPDEC）から JIS Q 27001（ISO/IEC27001）の 

 認証機関として認定（ISR010）されている。 

 



 
【本サービスに関するお問い合わせ】 

国際マネジメントシステム認証機構 

業務管理グループ 担当：椎名 

TEL：0120-796-115 

gyoumu@icms.co.jp 

 

【本リリースに関する報道関係者様のお問い合わせ】 

国際マネジメントシステム認証機構 

業務管理グループ 担当：海老原 

TEL：0120-796-115 

info@icms.co.jp 

 

以上 


